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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　(a)イルベサルタン、
　(b)Ｄ-マンニトール及び結晶セルロースからなる賦形剤、並びに
　(c)ヒドロキシプロピルメチルセルロース、ヒドロキシプロピルセルロース及びポリビ
ニルアルコールからなる群から選ばれる１種又は２種以上からなる結合剤、
を含有する医薬組成物における前記イルベサルタンの配合変化及び／又は色相変化の誘発
を防止するための、前記Ｄ-マンニトール及び前記結合剤の組み合わせの使用であって、
　前記医薬組成物が、(d)アムロジピンまたはその塩、及び、(e)クロスカルメロースナト
リウム及び／又は低置換度ヒドロキシプロピルセルロースからなる崩壊剤をさらに含み、
　前記イルベサルタンの含量が４８．８ｗ／ｗ％～６５ｗ／ｗ％であり、前記アムロジピ
ンまたはその塩の含量が１ｗ／ｗ％～１０ｗ／ｗ％であることを特徴とする、使用。
【請求項２】
　前記医薬組成物が、ステアリン酸マグネシウムである滑沢剤をさらに含む、請求項１に
記載の使用。
【請求項３】
　前記賦形剤の含量が、１０ｗ／ｗ％～５０ｗ／ｗ％である、請求項１又は２に記載の使
用。
【請求項４】
　前記結合剤の含量が、０．０１ｗ／ｗ％～１０ｗ／ｗ％である、請求項１～３のいずれ
か１項に記載の使用。
【請求項５】
　前記崩壊剤の含量が、１ｗ／ｗ％～２０ｗ／ｗ％である、請求項１～４のいずれか１項
に記載の使用。
【請求項６】
　前記医薬組成物が、フィルムコーティング層をさらに含む、請求項１～５のいずれか１
項に記載の使用。
【請求項７】
　前記医薬組成物が、黄色三二酸化鉄及び／又は酸化鉄からなる着色剤をフィルムコーテ
ィング層にさらに含む、請求項６に記載の使用。
【請求項８】
　前記医薬組成物が、ヒドロキシプロピルメチルセルロース、酸化チタン及び／又はプロ
ピレングリコールからなる群から選ばれる１種又は２種以上を前記フィルムコーティング
層にさらに含む、請求項６又は７に記載の使用。
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